


巻頭図版１

調査区全景（南西から）

加工された岩盤１（南西から）



巻頭図版２

調査区全景オルソ画像（南西から）

調査区全景オルソ画像（北西から）

調査区全景オルソ画像（南から）
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第５図　山麓居館跡地形復元図
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第３節　検出遺構

１．加工された岩盤１（第７図）

　Ａ地区の東端に位置するチャートの岩盤で、西面が直立する。西面の南北長約30ｍ、高さ約20ｍを

測り、立面形は台形状である。ほぼ垂直に切り立った西面は、人為的な加工と考えるが、直下の土層

状況から戦国期上層段階のものではなく、より古い時期に行われた可能性がある。西面の壁面には、

２箇所で溝状の加工痕らしきものが認められる。うち北側のものは、岩盤上部で、角度が水平に近い

溝状の凹みとなってさらに東へ延長していることが確認できる。後述する石敷遺構ＳＸ７と集石遺構

ＳＸ40はこの直下に位置する。豪雨時にはこの位置で雨水が流れ落ちる様子が観察でき、庭園が機能

していた際も水を流した可能性が考えられる。安全性が確保できないことと樹木が障害となり、測量

も困難であるため上部については未調査であるが、Ａ地区の性格を考察する上で欠かすことができな

い要素である。

２．池泉遺構ＳＲ１（別添図３～６）

【概要】

　池泉遺構ＳＲ１は、Ａ地区平坦地の中央で検出され、南北約21ｍ、東西約20ｍ、形状はおおよそ正

方形を呈する。北端は石垣ＳＶ29と石垣ＳＶ34で護岸され、東端は岩盤までである。後世の撹乱によ

り、南端と西端には顕著な施設は検出されなかったが、これは景石の抜き取りによる撹乱の可能性が

ある。

【構造】

　ＳＲ１内には付随する施設が多数確認できた。個別の遺構の詳細は後述するが、東西に延びる石列
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第７図　加工された岩盤１立面オルソ画像
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第 44 図　Ａ地区の構造　
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第 46 図　

写真５　

ＳＸ 41 に類似する岬の事例（平等院庭園）

執筆者撮影

写真６　

園池北側を石垣とする類例（大内氏館跡）

山口市教育委員会　提供

写真７　

平安時代の州浜の事例 (5)（高陽院庭園）

写真８　

州浜護岸と石組み護岸を併用する事例

（江馬氏館跡庭園）

飛騨市教育委員会　提供
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